
広 報

予算特集号平成27 年度

活力あふれ
ひとが輝く
安らぎのまち

伊万里っ子キッズスポーツフェスティバル（３月 21 日：国見台陸上競技場）
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一般会計予算額の年度別推移

224 億 8,300 万円

210.0

223.6

平成 27 年度当初予算総額

繰入金
5 億 4,106 万円

分担金及び
負担金
4 億 7,618 万円

使用料及び
手数料
3 億 3,357 万円諸収入ほか

5 億 476 万円

歳　入

● 市　税……………

● 繰入金……………
● 分担金及び負担金…

● 使用料及び手数料…

● 諸収入ほか………
● 地方交付税………

● 国庫支出金………
● 市　債……………

● 県支出金…………
● 地方譲与税………

市税
62 億 5,966 万円

衛生費
16 億8,450 万円

土木費
17億4,738 万円

公債費
22 億 2,941 万円

教育費
21 億 2,186 万円

商工費
4 億 9,922 万円

消防費
8 億7,982 万円

その他
2 億 8,972 万円

歳出総額
　  224 億

8,300 万円

歳　出

農林水産業費
7 億 7,453 万円

● 民生費	���社会福祉や児童福祉、生活保護など市民
の安定した生活を保障する経費です。

● 総務費	���企画や男女協働、国際交流など、主に総
務部門に要する経費です。

● 公債費	���借入金の返済に要する経費です。
● 教育費	���小・中学校などの学校教育や社会教育、

保健体育など教育全般の経費です。
● 土木費	���道路や河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です。
● 衛生費	���保健衛生や、ごみの収集・処理などに要

する経費です。
● 消防費	���火災など災害に対応するための経費です。
● 農林水産業費	 農林水産業の振興に要する経費です。
● 商工費	���商工業や観光の振興に要する経費です。
● 議会費	���議会運営に要する経費です。
● その他	���労働費や諸支出金、災害復旧費などです。

議会費
3 億 211 万円

地方交付税
49 億 4,237 万円

地方譲与税ほか
12 億 5,682 万円

民生費
92 億 8,675 万円

総務費
26 億 6,770 万円

依存財源
143 億
6,777 万円
 （63.9％）

市債
25 億 7,254 万円

国庫支出金
36 億 2,823 万円

県支出金
19 億 6,781 万円

自主財源
81 億
1,523 万円
 （36.1％）

一 般 会 計

227.4

個人と法人の市民税や固定資産税、
たばこ税などです。
基金や特別会計からの繰入金です。
災害復旧事業の負担金、保育園の入所
負担金などです。
施設の使用料、戸籍や住民票の謄・抄
本の手数料などです。
雑入などです。
国が徴収した税金から、地方公共団体
が等しく事務を進められるよう一定の
基準で交付されるものです。
国からの負担金や補助金です。
市が行う事業の財源として、国や金融
機関などから借り入れる借入金です。
県からの負担金や補助金です。
国税から譲与されるものです。

　国の経済政策などにより、景気は緩やかな回復基調が続いているものの、
地方においては経済政策の効果が行き渡らず、本市の主要な財源である税
収の伸びは不透明な状況です。さらに、リーマンショック以降、景気対策
として普通交付税に加算されていた『別枠加算』も減少するなど、今後も
厳しい財政運営が見込まれます。このため、行財政改革の着実な推進によ
り経費縮減と歳入確保を図るとともに、既存事業を徹底して見直し、限ら
れた財源のなかで事業の重要性や緊急性を考慮した予算編成に努めました。
　歳入については、市税が固定資産税の評価替えの影響や法人市民税の税
率改定などによって減収となり、普通交付税も国の地方財政措置における
基準財政需要額の見直しに伴い減額が見込まれるため、基金繰り入れや市
債の借り入れにより財源の確保に努めました。
　一方、歳出については、市民会館耐震改修事業、保育所等支援事業、ご
み処理広域化推進事業、中山間地域農業集落活動支援事業、松島搦地区浸
水対策事業、防災行政無線施設整備事業、小・中学校耐震改修事業などに
重点的な投資を行いつつ、子育て支援策の充実や保健活動の推進、農林水
産業および商業・観光の振興、学校教育の推進、防災の推進などのために、
限られた財源を有効に配分した予算編成を行いました。
　その結果、今年度の伊万里市一般会計予算は、総額で 224 億 8,300 万
円となりました。平成 26 年度と比較すると、1.1 ㌫の減少となっています。

224.8
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※ 平成 27 年３月補正後の金額です。

※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、

佐賀県、市中金融機関などです。

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

特別会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 81 億 6,412 万円

介 護 保 険 60 億 1,265 万円

立 花 台 地 開 発 事 業 1,585 万円

公 共 下 水 道 事 業 20 億 7,388 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 3,306 万円

市 営 駐 車 場 1,245 万円

後 期 高 齢 者 医 療 13 億 6,725 万円

計 177 億 7,926 万円

区 分 水道事業 工業用水道事業

収
益
的
収
支

収 

入
14 億 9,732 万円 12 億 7,056 万円

支 

出
14 億 9,732 万円 12 億 7,056 万円

資
本
的
収
支

収 

入
12 億 　174 万円 6 億 8,702 万円

支 

出
18 億 3,988 万円 8 億 　980 万円

会計区分 現在高

 一般会計 217 億 9,725 万円

特
別
会
計

 公共下水道事業 121 億 5,667 万円

 農業集落排水事業 10 億 6,807 万円

計 350 億 2,199 万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

 水道事業 48 億 1,366 万円

 工業用水道事業 141 億 5,933 万円

計 189 億 7,299 万円

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、
そ

の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
や
県
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
て
い
ま
す
。
市
債
の
現
在
高
は
、

　
　
　
の
と
お
り
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料

を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
納
付
す
る
会
計

で
す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
２
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
、
下
水
道
の
整
備
や
処
理

場
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の

会
計
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ
の

来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的
で

設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場
を
管

理
・
運
営
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
、
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
７
７
億
７
９
２
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

給
付
な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計

で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

平成 27 年度 当初予算額

表
１

表
２

表
３



　
私
は
、
昨
年
４
月
に
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
４
期
目
の
市
政
運
営
の

負
託
を
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ

な
が
ら
、
暮
ら
し
の
安
全
と
安
心

の
確
保
、
地
域
産
業
の
振
興
、
に

ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
造
の
３
つ
の

柱
の
も
と
政
策
の
推
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
長
就
任
以
来
、
重
点

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
西

九
州
自
動
車
道
が
、
２
月
１
日
に

南
波
多
谷
口
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
の
市
内
区
間
の
供
用
が
開
始

さ
れ
、
九
州
の
経
済
や
文
化
の
中

心
で
あ
る
福
岡
都
市
圏
と
高
速
交

通
体
系
で
直
接
結
ば
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
さ
に
、
伊
万
里
市
は

西
九
州
北
部
地
域
の
中
核
都
市
と

し
て
確
固
た
る
成
長
力
を
手
に
し

ま
し
た
。

　
市
制
60
周
年
の
節
目
を
越
え
、

新
た
な
出
発
点
に
立
っ
た
今
、
私

は
、
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
伝
統

を
守
り
継
承
し
な
が
ら
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
、
伊

万
里
港
や
西
九
州
自
動
車
道
な
ど

の
誇
る
べ
き
地
域
資
源
や
協
働

の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
一

歩
一
歩
、
着
実
に
市
政
の
歩
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
の

使
命
で
あ
る
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て

は
、
デ
フ
レ
懸
念
が
強
ま
る
欧

州
経
済
の
先
行
き
不
安
に
加
え
、

昨
年
夏
か
ら
の
原
油
価
格
の
下

落
に
よ
り
世
界
経
済
は
大
き
く

揺
れ
動
い
て
お
り
、
我
が
国
経
済

へ
の
影
響
は
決
し
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
末
の
衆

議
院
総
選
挙
に
よ
り
第
３
次
安
倍

内
閣
が
発
足
し
、
個
人
消
費
の
喚

起
と
円
安
対
策
を
柱
に
、
経
済
政

策
で
あ
る
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
を

さ
ら
に
加
速
し
、
そ
の
効
果
を
今

後
地
方
や
中
小
企
業
に
波
及
さ
せ

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

は
、
最
終
局
面
を
迎
え
て
い
る
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
交
渉
の
年

内
の
大
筋
合
意
に
向
け
た
取
り
組

み
と
と
も
に
、
60
年
ぶ
り
と
な
る

農
協
改
革
の
方
針
な
ど
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
に
成
立
し
た
地
方

創
生
関
連
２
法
に
基
づ
き
、
東
京

圏
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
、
若
い

世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の

希
望
の
実
現
、
地
域
の
特
性

に
即
し
た
課
題
の
解
決
を
め

ざ
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、
経
済
政
策

や
金
融
政
策
な
ど
の
拡
大
に

よ
り
大
幅
な
円
安
が
進
み
、

輸
出
関
連
産
業
を
中
心
に

大
企
業
の
業
績
は
好
転
の

傾
向
を
示
す
な
ど
、
景
気

は
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す

が
、
地
方
に
お
い
て
は
直

接
的
な
効
果
を
実
感
で
き

な
い
状
況
が
継
続
し
て
お

り
、
本
市
財
政
も
社
会
保

障
サ
ー
ビ
ス
な
ど
義
務
的

経
費
の
増
大
が
重
な
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
激
動
す
る
社
会
経
済

情
勢
の
中
で
、
地
方
に
お
け
る
行
政

運
営
が
困
難
な
時
代
に
直
面
し
て
い

る
今
こ
そ
、
伊
万
里
市
の
将
来
の
姿

を
見
据
え
た
自
律
的
な
行
財
政
運
営

を
堅
持
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
事

業
の
展
開
に
よ
り
、
未
来
に
夢
を
描

け
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
方
創
生
の
考
え
の
も
と
、
我
が

国
全
体
が
活
力
あ
ふ
れ
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
地
方
の
大
胆
な
実

行
力
が
求
め
ら
れ
、
熱
意
あ
る
地
方

の
創
意
工
夫
へ
の
支
援
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
私
は
、
好
機

の
拡
大
を
い
ち
早
く
政
策
に
取
り
込

み
、
伊
万
里
市
版
の
地
方
創
生
を
積

極
的
か
つ
戦
略
的
に
推
し
進
め
る
た

め
、
本
年
１
月
に
、
私
が
本
部
長
と

な
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
学
識
経
験
者
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、
地
方
創
生
の
具
体
的
な
実

施
計
画
と
な
る
総
合
戦
略
を
策
定

し
、人
口
減
少
の
抑
止
は
も
と
よ
り
、

交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
や
若
者

の
就
労
機
会
の
確
保
、定
住
の
促
進
、

子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
、
地
域

や
企
業
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸

と
な
り
将
来
の
発
展
に
向
け
た
施

策
を
展
開
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
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平
成
27
年

第
１
回
定
例
会

所
信
表
明

は
じ
め
に

市
政
を
取
り
巻
く
情
勢

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

地域資源、協働の力 を最大限に発揮

伊万里市長

塚 部 芳 和

一 歩  一 歩  着実に前 進
　
平
成
27
年
第
１
回
定
例
市
議
会
（
３
月
議
会
）
で
、

塚
部
芳
和
市
長
が
平
成
27
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信

表
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

大胆な実行力による　　地方創生の推
進



　
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
総

合
計
画
に
定
め
た
将
来
都
市
像
で

あ
る
『
活
力
あ
ふ
れ  

ひ
と
が
輝

く  

安
ら
ぎ
の
ま
ち  

伊
万
里
』
の

実
現
を
め
ざ
し
、
後
期
基
本
計
画
と

伊
万
里
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
る
施
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
展
開
し
、
重

点
的
な
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
へ

向
け
た
準
備
が
進
む
中
、引
き
続
き
、

原
発
の
立
地
自
治
体
並
み
の
安
全
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
電
力
会
社
へ
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
再
稼
働
の
判

断
に
際
し
て
は
、
新
た
に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
に
組
み
込
ま
れ
た
本
市
へ
の
配
慮

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
佐
賀
県
に
対
し

引
き
続
き
要
請
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
や
原
子
力
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
主
要
な
情

報
伝
達
手
段
と
な
る
防
災
行
政
無
線

の
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

災
害
時
の
避
難
経
路
と
な
る
国
道
や

県
道
、
市
道
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
身
近
に
発
生
し
た
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

や
自
然
災
害
等
の
未
然
防
止
に
努

め
、
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
は
、

最
小
限
の
被
害
に
と
ど
め
る
よ
う
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
す
る
な
ど
、

盤
石
な
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

　
県
西
部
４
市
５
町
で
整
備
を
進

め
て
い
る
広
域
ご
み
処
理
施
設
に

つ
い
て
は
、
来
年
１
月
の
稼
働
に

向
け
、
施
設
本
体
の
建
設
な
ど
事

業
の
着
実
な
進
捗
を
図
り
ま
す
。

　
迅
速
な
物
流
体
系
の
構
築
や
交

流
人
口
の
拡
大
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
西
九
州
自
動
車
道
の
伊
万

里
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）

ま
で
の
延
伸
を
促
進
し
、
福
岡
都

市
圏
か
ら
の
移
動
時
間
の
短
縮
を

図
る
と
と
も
に
、
臨
港
道
路
七
ツ

島
線
を
は
じ
め
、
国
道
２
０
４
号

バ
イ
パ
ス
、
都
市
計
画
道
路
大
坪

木
須
線
の
整
備
を
促
進
す
る
な
ど
、

臨
海
部
の
工
業
団
地
か
ら
長
崎
自

動
車
道
や
西
九
州
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
万
里
港
に
つ
い
て
は
、

博
多
港
を
補
完
す
る
国
際
物
流
拠

点
と
し
て
、
よ
り
大
型
の
船
舶
の
寄

港
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
航
路
と

泊
地
の
水
深
13
ｍ
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
浦
ノ
崎
地
区
の

産
業
用
地
と
し
て
の
整
備
に
向
け
、

佐
賀
県
と
の
協
議
を
進
め
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
西
九
州
自
動
車
道
の

延
伸
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
都
市

圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

観
光
戦
略
や
定
住
促
進
な

ど
の
地
域
活
性
化
策
の
さ

ら
な
る
展
開
に
努
め
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
物
の

生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
行
う
６
次
産
業
化
に

つ
い
て
は
、
専
門
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
新
商
品
の

開
発
や
販
売
手
法
の
研

究
な
ど
の
取
り
組
み
を

促
進
し
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
の
側
面

か
ら
全
国
的
に
着
目
さ

れ
て
い
る
『
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
』
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
、
本
年

１
月
に
政
策
経
営
部
内

に
ふ
る
さ
と
応
援
係
を

設
置
し
、
伊
万
里
牛
の

製
品
を
追
加
し
て
寄
付

特
典
を
拡
充
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
か
ら
反
響
が

あ
り
、
大
幅
な
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
の
拡
大
の
手
応
え
も
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市
な
ら
で
は

の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
機
会
拡
大
の
観
点

か
ら
、
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
日
本
創
生
会
議
が

公
表
し
た
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

我
が
国
の
人
口
は
、
平
成
52
年
に

は
１
億
６
０
０
万
人
と
な
り
、
30

年
間
で
約
17
％
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
本
市
に
お
い
て
は

４
万
３
１
９
２
人
に
ま
で
減
少
す

る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減

少
の
抑
止
は
地
方
に
共
通
す
る
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
独
身
の
男
女
を
対
象

と
す
る
出
会
い
の
場
の
提
供
や
講

座
の
開
催
な
ど
結
婚
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
保
育

園
や
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

に
お
い
て
き
め
細
か
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
結
婚
か

ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
総
合
教
育
会
議
を

設
置
し
、
教
育
を
は
じ
め
学
術
や
文

化
の
振
興
な
ど
、
今
後
の
本
市
教

育
の
あ
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
施

策
の
大
綱
を
定
め
る
と
と
も
に
、
小

学
生
か
ら
18
歳
ま
で
に
４
人
以
上
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
４
人

目
以
降
の
給
食
費
の
助
成
を
開
始
し

て
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
ほ

か
、
小
・
中
学
校
の
す
べ
て
の
普

通
教
室
と
特
別
支
援
教
室
に
電
子

黒
板
を
配
置
す
る
な
ど
、
本
市
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
確
か

な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
た
め

の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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第１回定例会　塚部市長所信表明

 

主
要
な
施
策

安
全
と
安
心
の
確
保

都
市
基
盤
の
整
備
と
産
業
の
振
興

  
活
力
を
生
み
出
す
ひ
と
づ
く
り

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
主
要
な
施
策
の
概
要
と
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

一 歩  一 歩  着実に前 進

大胆な実行力による　　地方創生の推
進


